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【一般社団法人田村青年会議所 ２０２３年度 理事長活動報告】 

「スローガン」 

幸福追求 

～多様性と開放性を持って夢を描こう～ 

 

一般社団法人田村青年会議所 第４２代理事長 勝山 修二 

 

 新型コロナウイルスが猛威を振るい始めてから数年が経ち、地域に住み暮らす人々から

笑顔が少なくなったように感じていました。本年、理事長の職を預かるにあたり、この地

域に何を恩返しできるか考え、この地域に住み暮らす人々が少しでも多くの夢を持ち、幸

せを感じる事ができる地域へとするべく、先ずは私たちからこの地域に多くの夢を持ち、

「幸福追求～多様性と開放性を持って夢を描こう～」をスローガンに掲げさせていただき、

1 年間この地域に住み暮らす人々が少しでも多くの幸せを感じれるよう、邁進してまいりま

した。 

 今年の 5 月から新型コロナも第 5 類に移行され、様々な制限が緩和されて今までできな

かった事の反動が激しいと言っていいほど再開されました。来年開催のブロック大会の田

村開催に向け 3 か年計画で昨年から始まった「たむら愛郷祭」の開催は小野町と、地域に

現会員がいない中での開催となりましたが、行政はじめ、他団体・企業・生産者・飲食店

さんなど多くの方と一丸となった事業開催となりました。次年度ブロック大会の愛郷祭開

催に向け、しっかりとバトンを繋ぐことができたと思っています。 

 また磐越東線では赤字路線が公表され廃線の危機を迎えていることを踏まえ、私たちに

も何かできる事はないかと、利用促進や魅力発信を促しました。簡単に利用者が増える訳

もなく、歯痒い思いのまま今年度が終わってしまいましたが、今年の気づきを次年度以降

の取り組みに繋げて欲しいと願います。 

 他団体との交流を深め、密に連絡を取ること、地域の方々に私たちの団体の存在や在り

方を知ってもらう事業、組織としての在り方、自身がどのように JC と向き合えばいいのか

考える時間を持ちました。また友好 JC である JCI 青森との交流も今まで以上に密になり、

新たに JCI 一関、JCI あぶくまとも交流を深め、一関市の多くの子どもたちに姉妹都市で

ある三春町に足を運んでいただき、歴史を知ってもらう機会をつくり、また私たちも一関

市に足を運び「二代目時の太鼓大巡行」に参加させていただくなど、多くの交流の機会を

得ることができました。 

 今年は京都会議から始まり、全国大会までほぼ全てフルスペックでの開催でした。1 年を

通して理事長の席がある場面にはできる限り参加してきました。その中で改めて成長の機

会を得たこと、多くの学びを得ることができました。素晴らしい経験をすることができま

した。背中を押してくれた家族、会社の仲間、同じ志を持つメンバーに感謝します。そし
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てこの怒涛の 1 年間、勝山丸に乗り込んでくれた副理事長をはじめ専務理事、役員、メン

バーの皆様、本当にありがとうございました。 

ラストイヤーで理事長を務め、1 年居残りでのボーナスイヤー。今までお世話になった田

村青年会議所に、この地域に少しでも恩返しができればと思っています。ありがとうござ

いました。 
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【一般社団法人田村青年会議所 ２０２３年度 副理事長活動報告】 

 

副理事長 橋本 隆亮 

（担当委員会：愛郷まちづくり委員会） 

 

当委員会の年間活動については玄葉委員長にお任せするとして、ここでは担当副理事

長としての反省点を中心にご報告します。 

当委員会は５月に『ＳＮＳ活用セミナー』を開催し、磐越東線の魅力発信のための１

つの手法として、ＳＮＳの活用方法について講師からご講義をいただき、参加メンバー

には実際に動画作成を実践していただきました。本来であれば、そこで学んだことを生

かし、来る１１月担当事業である『経営デザインシートを用いて磐越東線の魅力を考え

る』において磐越東線の魅力を集約し、それを基に、自分たちでオリジナルの動画を作

成して発信すべきでした。しかし、不特定多数の閲覧者に磐越東線の魅力を十分に発信

するだけの動画スキルを身に着けるまでには至らず、また年間計画にも至らぬ部分があ

り、動画作成は外部の制作会社に委託する結果となりました。副理事長として、次年度

段階から年間スケジュールを明確にシミュレーションできなかったことが原因の１つと

反省しております。 

今年は２年目の副理事長を仰せつかりましたが、これまでの経験に基づく適切はアド

バイスができたかというと正直なところ自信がなく、玄葉委員長はじめ委員会メンバー

をうまく牽引できなかった部分があったと痛感しております。次年度副理事長を務めら

れるメンバーにおかれては、その立ち位置に迷う部分もあるかと思いますが、委員長や

副委員長と十分な議論を尽くし、できるだけ早期に１年間の明確なビジョンを確立して

いただければと思います。また、そのためには理事長の所信を正確に読み解くとともに、

その想いを正面から受け止めるなど、理事長との意思疎通も十分に行うべきです。 

本年度愛郷まちづくり委員会は、家族がいるため夜は集まりにくいというメンバー共通の

事情があったことから、当ＬＯＭでは珍しい昼開催（ランチミーティング）としました。

そのおかげもあって委員会は毎回高い出席率を誇り、また仕事の疲れが出始める夕方より

も、体力が有り余っている昼間に開催した方が参加意欲が高いためか、議論も活発になっ

たのではないかと思います。メンバー１人ひとりの意識が高く、毎回充実した委員会にな

りました。玄葉委員長をはじめ委員会のメンバーには、卒業の年に楽しい時間を共有でき

たことを心から感謝申し上げます。１年間誠に有難うございました。 

  



 

5 

 

 

副理事長 村田 将一 

（担当委員会：ひとづくり委員会） 

 

2023年度ひとづくり委員会の担当副理事長を務めさせていただきました。「地域の輪を拡げ

るひとづくり」をスローガンに会員拡大に関する事業や地域住民との交流事業を行ってま

いりました。 

事業として行なった親子ディスクゴルフ大会はとても多くの方に参加いただき親子のコミ

ニュケーションを向上させることはもちろん田村青年会議所としても多くの発見があった

事業になったと思います。 

人数が少ないながらも村上委員長が委員会メンバーに青年会議所とはどのような所なのか、

どのように事業を構築していくか丁寧に説明しながら委員会を運営していたからこそ苦難

を乗り越え最後までやり遂げることができたのだと思います。 

村上委員長、委員会メンバーの皆さん一年間お疲れ様でした。 
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【一般社団法人田村青年会議所 ２０２３年度 委員長活動報告】 

担当委員会：愛郷まちづくり委員会 委員長 玄葉 俊行 

 

２０２３年度愛郷まちづくり委員会では、「ｂａｔｔｅｒｆｌｙ ｅｆｆｅｃｔ」をス

ローガンに地域のリーダーを目指す私たちＪＣメンバーが先頭に立ちこの地域のきずな

を深める運動を行って参りました。 

２月には公益社団法人日本青年会議所地域グループ社会課題解決委員会委員長高畠祐

介君を講師に招き、「ソーシャルビジネスセミナー」を実施しました。この地域に住み暮

らす人たちが、地域の課題解決への意識が高まることで、「誰かがやってくれるから」で

はなく、一緒にやりたいと思う人たちを増やすことができ、同じ想いを持った住民の方々

が増えることで、一丸となったまちづくりを目指す第一歩となりました。５月には小野

町地域おこし協力隊の山田淳輝氏を招き『ＳＮＳ「活用」セミナー』を開催しました。

田村青年会議所の活動の発信やそれぞれのメンバーの社業等でのＳＮＳ推進により、よ

り多くの方々が地域の良さに気づくことができ、一人ひとりの主体的な行動で地域の魅

力を拡げることで、幸福な田村圏創造につながりました。７月には２０２４度福島ブロ

ック大会に向けて会場の魅力を改めて体感し、その魅力を他ＬＯＭメンバーへ伝えるこ

とを目的に「２０２４年度ブロック大会会場視察及びバーベキュー親睦会」を開催しま

した。例会より家族例会とすることでＪＣ活動と家族との時間を確保することができ、

ご家族の方のＪＣへの理解を深めることができました。１１月には株式会社知的利益代

表取締役社長鈴木健治氏を招き、「経営デザインシート活用セミナー」を実施しました。

経営デザインシートを用いながら磐越東線の魅力を個人ワーク、グループワークを経て

メンバー間で意見を出し合うことで改めて磐越東線の魅力を発見することができました。

さらに、その内容を田村青年会議所公式インスタグラム、たむら愛郷祭インスタグラム

内で動画を公開し、福島県内外へ発信しました。 

一年間を通し、田村圏の魅力や課題はどこにあるのかをメンバーや地域の方々と意見

交換をしながら事業を実施することができました。担当副理事長の橋本隆亮君を始め、

委員会メンバーから多大なるお力添えがなければ成しえることはできませんでした。多

くの方に支えられながら素晴らしい経験をさせていただいたことに感謝しております。

次年度は副理事長の担いをお預かりしました。今年度の経験をさらにＬＯＭに還元でき

るよう邁進いたします。 

頼りない委員長ではありましたが、一年を通しお支えいただいた勝山理事長をはじめ

とするＬＯＭメンバーの皆様、一年間ありがとうございました。 
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担当委員会：ひとづくり委員会 委員長 村上 真彦 

 

 ２０２３年度ひとづくり委員会では「想いを拡げる会員拡大」と「幸福を共有できるひ

とづくり」をスローガンに年度の前半と後半に分け４つの事業を構築、実施してまいりま

した。 

初めに会員拡大については公益社団法人日本青年会議所 会員拡大委員会の委員長を講

師に招き、「集める拡大から集まる拡大へ」をテーマに地域を想う人財を増やすため、メン

バー一人ひとりに拡大目的の再認識や拡大に対する意識向上を目的とし、ＬＯＭの現状に

合わせたセミナーを開催しました。続いて会員拡大セミナーを活かすため、メンバーと会

員候補者間でスポーツを交えての異業種交流会を実施しました。青年会議所の活動・運動

を理解し、より身近な団体だと感じていただけるよう参加者間で親睦を図るための運動を

開催しました。会員拡大運動では多くの候補者を入会まで繋げることは叶いませんでした

が、青年会議所という団体を多くの方に認識していただき、今後の活動や運動に活かせる

きっかけを創ることができたと感じます。続いて地域コミュニティーの希薄による人々の

交流の機会が減少している現状を踏まえ、田村圏内外の方を対象とした親子参加型交流会

を実施しました。家庭環境において自身の在り方を振り返るきっかけをつくり、家族間で

の絆を深めるほか、次世代を担う子どもたちが地域の人々と新たな繋がりを創り出すこと

や人との繋がりを大切に感じ、地域と触れ合う機会を設けることで、この田村の地域を想

い未来を描き成長してくための事業を行いました。多くの参加者を募ることができ私たち

青年会議所の活動・運動を地域に伝えることができ大変満足しております。最後に青年会

議所メンバー向けの人材育成セミナーを実施し、青年会議所の目的や意義、価値を理解し、

次に繋げるという点においては大変役立てることができました。 

 ２年連続で委員長を仰せつかりました。一昨年とは違い、事業計画やスケジュールの立

て方、動き方をよく考え、実行できたと感じております。但し、委員長一人だけでは事業

立案、実行には至りません。委員会問わず、多くの仲間と話し合い構築していくものだと

感じます。ＬＯＭの会員数を考えると委員長任せの風習は今後転換していく必要がありま

す。過去の実績や経験を表に出し自慢するのではなく、一人ひとりのメンバーと寄り添い、

思いやりや優しさのある活動が必要であると感じました。次年度はそのような副理事長を

目指し行動してまいります。 

 今年度も委員長として任命してくださった勝山理事長をはじめとするメンバーの皆様、

一年間本当に有難うございました。 
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担当委員会：総務委員会 委員長 横田 涼 

 

２０２３年度総務委員会では、「誰一人取り残されない組織づくり」をスローガンに、①

例会や総会を通じた田村青年会議所のビジョンの共有、②会員の自己実現につながる学び

の機会提供、③会員同士が幸福を感じ尊重し合えるようなきっかけづくりの３つをベース

に事業を展開してまいりました。 

 １月には、開宝花の湯にて一年間の事業計画や収支予算を決定する「通常総会」を開催

しました。 

 ６月には、三春交流館「まほら」にて㈱ペンギンエデュケーション代表取締役の横田智

史氏を講師に招き、多様な働き方を学ぶことを目的に「イクボスセミナー」を開催しまし

た。 

 ８月には、迎賓館辰巳屋にて次年度体制の決定の場である「通常総会」を行いました。 

 １２月には、割烹八文字屋にてこれまでお世話になった卒業生を送り出す「卒業式」を

行いました。 

結果として全ての会員に参加してもらうことは叶いませんでしたが、事業を通じて充実

感に伴う「幸福」を感じてもらい、活き活きとした状態で運動できる魅力ある組織づくり

を推進することができました。一年間ご協力いただきました皆さまに深く感謝申し上げま

す。 
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【一般社団法人田村青年会議所 ２０２３年度 庶務報告】 

 

【 理 事 会 】 

 

■第１回理事会 ２０２３年１月２４日（火）午後７時００分 於：事務局 

 

第１号議案 ２０２３年度理事長所信（案）について 

第２号議案 ２０２３年度基本理念及び基本方針（案）について 

第３号議案 ２０２３年度事業計画（案）について 

第４号議案 ２０２３年度職務分掌（案）について 

第５号議案 ２０２３年度組織図（案）について 

第６号議案 ２０２３年度愛郷まちづくり委員会副理事長所信（案）について 

第７号議案 ２０２３年度愛郷まちづくり委員会事業計画（案）について 

第８号議案 ２０２３年度ひとづくり委員会副理事長所信（案）について 

第９号議案 ２０２３年度ひとづくり委員会事業計画（案）について 

第１０号議案 ２０２３年度総務委員会副理事長所信（案）について 

第１１号議案 ２０２３年度総務委員会事業計画（案）について 

第１２号議案 ２０２３年度１月例会事業計画並びに予算（案）について 

第１３号議案 ２０２３年度１月通常総会事業計画並びに予算（案）について 

第１４号議案 ２月例会及び会員拡大セミナー事業計画並びに予算（案）について 

全議案可決 

 

■第２回理事会 ２０２３年２月２１日（火）午後７時００分 於：事務局 

 

第１号議案 ２０２３年１月例会事業報告並びに決算（案）について 

第２号議案 ２０２３年１月通常総会事業報告並びに決算（案）について 

第３号議案 ３月例会及びソーシャルビジネスセミナー事業計画並びに決算（案）について 

全議案可決 

 

■第３回理事会 ２０２３年３月１４日（火）午後７時００分 於：事務局 

 

第１号議案 ４月例会及び異業種交流事業計画並びに予算（案）について 

第２号議案 鈴木友介君新入会承認（案）について 

全議案可決 

 

■第４回理事会 ２０２３年４月２０日（木）午後７時００分 於：事務局 
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第１号議案 ５月例会及びＳＮＳセミナー事業計画並びに予算（案）について 

第２号議案 ６月例会及びイクボスセミナー事業計画並びに予算（案）について 

第３号議案 ２０２４年度理事長・監事候補者選出委員会設置計画並びに予算（案）について 

第４号議案 ２月例会及び会員拡大セミナー事業報告並びに決算（案）について 

第５号議案 ３月例会及びソーシャルビジネスセミナー事業報告並びに決算（案）について 

第６号議案 坂本龍之君 新入会承認（案）について 

第７号議案 富山和明君 退会承認（案）について 

 全議案可決 

 

■第５回理事会 ２０２３年５月１９日（金）午後７時００分 於：事務局 

 

第１号議案 ４月例会及び「同士を増やせ！」異業種交流パークゴルフ大会事業報告（案）について 

全議案可決 

 

■第６回理事会 ２０２３年６月２２日（木）午後７時００分 於：事務局 

 

第１号議案 ７月例会並びに２０２４年度福島ブロック大会会場視察及びバーベキュー 

親睦会事業計画（案）について 

全議案可決 

 

■第７回理事会 ２０２３年７月１９日（水）午後６時３０分 於：事務局 

 

第１号議案 ８月例会事業計画並びに予算（案）について 

第２号議案 ８月通常総会事業計画並びに予算（案）について 

第３号議案 三春町長選挙公開討論会事業計画並びに予算（案）について 

全議案可決 

 

■第８回理事会 ２０２３年８月２２日（火）午後７時００分 於：事務局 

 

第１号議案 ６月例会及び「イクボスセミナー」事業報告並びに決算（案）について 

第２号議案 ９月例会及び親子ディスクゴルフ交流会事業計画（案）について 

第３号議案 ５月例会及びＳＮＳ「活用」セミナー事業報告並びに決算（案）について 

第４号議案 相楽朋来君新入会員承認（案）について 

第５号議案 松本幸児君新入会員承認（案）について 

 全議案可決 
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■第９回理事会 ２０２３年９月１４日（木）午後７時００分 於：事務局 

 

第１号議案 １０月例会及び JCI Discoverセミナー事業計画並びに予算（案）について 

第２号議案 ７月例会並びに２０２４年度福島ブロック大会会場視察及びバーベキュー 

親睦会事業報告（案）について 

第３号議案 ８月例会事業報告（案）について 

第４号議案 ８月通常総会事業報告並びに決算（案）について 

全議案可決 

 

■第１０回理事会 ２０２３年１０月１７日（火）午後６時００分 於：事務局 

 

第１号議案 １１月例会及び経営デザインシートを用いて磐越東線の魅力を考える 

事業計画並びに予算（案）について 

第２号議案 １２月例会及び卒業式事業計画並びに予算（案）について 

全議案可決 

 

■第１１回理事会 ２０２３年１１月２１日（火）午後６時００分 於：事務局 

第１号議案 ９月例会及び親子ディスクゴルフ交流会事業報告並びに決算（案）について 

第２号議案 １０月例会及び JCI Discoverセミナー事業報告並びに決算（案）について 

第３号議案 添田麻美君退会承認（案）について 

全議案可決 

 

■第１２回理事会 ２０２３年１２月２６日（火）午後６時００分 於：事務局 

 

第１号議案 11月例会及び経営デザインシートを用いて磐越東線の魅力を考える事業報告 

並びに決算（案）について 

第２号議案 １２月例会及び卒業式事業報告並びに決算（案）について 

第３号議案 永井寛人君退会承認（案）について 

第４号議案 鈴木友介君退会承認（案）について 

全議案可決 

 

【 総 会 】 

 

■１月通常総会 ２０２３年１月２７日（金）午後６時００分 於：開宝花の湯 

第１号議案 ２０２２年度 事業報告承認の件 
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第２号議案 ２０２２年度 決算報告承認の件 

第３号議案 ２０２４年度 事業計画（案）承認の件 

第４号議案 ２０２４年度 収支予算（案）承認の件 

第５号議案 産休育休中の会費に関する規約変更（案）承認の件 

全議案可決 

 

■８月通常総会 ２０２３年８月２３日（水）午後７時３０分 於：迎賓館辰巳屋 

第１号議案 ２０２４年度 役員人事（案）承認の件 

全議案可決 

  



 

17 
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【一般社団法人田村青年会議所 ２０２３年度 出向者報告】 

 

公益社団法人日本青年会議所 

地域グループ地域スポーツ活性委員会               委員 米谷 量平 

 

 JC カップ U-11 少年少女サッカー全国大会の開催地が福島県楢葉町の J ヴィレッジで開

催されていることもあり、また、日本青年会議所の運動に興味もあり、出向させていただ

きました。 

出向先では、全国各地から集まった委員会メンバーをはじめ、各地区協議会、各ブロッ

ク協議会とともに、JC カップの各ブロック予選、地区予選、全国大会、そして初開催とな

りましたアジアパシフィック大会を企画・運営できたことができました。また、サマーコ

ンファレンスでは e スポーツ事業「esports∞possibility」を開催し、国籍や年齢に関わら

ず活躍の可能性について体感していただくことができました。 

私自身も微力ながら、10 月 7、8 の両日開催されました全国大会において開会式、閉会式

の設営を担当させていただきました。福島ブロック協議会の慣れ親しんだメンバーだけで

はなく、全国各地の多くのメンバーと触れ合うことができた有意義な機会となりました。 

出向の機会をいただきました勝山理事長をはじめ、LOM のメンバーに感謝を申し上げま

すとともに、この経験を LOM に還元できるよう今後も精進してまいります。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 

東北地区協議会東北青年フォーラム運営委員会           委員 橋本 隆亮 

 

本年度、東北青年フォーラム運営委員会に出向させていただきました。東北地区協議会

への出向は初めてで、遠方の委員会（主たる開催地は青森・岩手・秋田）に出席できるか

不安もありましたが、毎回ＷＥＢ併用であったことから、都合がつく限り委員会に出席す

ることができました。 

しかし、参加しやすいというのはＷＥＢ会議の利点ですが、委員会の前後や休憩中に委

員会メンバーと雑談ができるわけでもなく、また委員会後の懇親会に参加するわけでもな

いので、他の委員と仲良くなるにはＷＥＢでは限界があると感じました。 

フォーラム当日は、２日間にわたりイベントの運営に当たります。委員会ではなかなか

距離が縮まらなかったほかの委員と仲良くなるチャンスだと、お揃いのＴシャツを購入し

て意気込んでおりましたが、フォーラム数日前に妻子が次々に新型コロナウィルスに罹患

したことから、やむなく欠席することになりました。挽回の契機を活かすことができず、

大変口惜しい結果となりました。 

私は今年で卒業するため出向も今回で最後ですが、来年以降、出向の機会をいただいた
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メンバーにおかれては、ＷＥＢ会議の利点をうまく活用しながらも、現地に足を運ぶ意味

も知っていただきたいと思います。特に東北地区や日本へも出向となれば、委員メンバー

は初めて会う人たちばかりですから、いくらＷＥＢ会議に参加しても距離は縮まりません。

出向の意義は人それぞれですが、ただ出席するだけでは後には何も残らないということを

失敗談の１つとしてご紹介申し上げ、年間の出向者報告とさせていただきます。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 

東北地区協議会 東北ゼミナール特別委員会   委員 村田 将一 

 

2023 年度、東北ゼミナール特別委員会に委員として出向をさせていただきました。私が

所属したゼミでは東北地区にカーボンニュートラルを推進するため、意識調査や今後の取

り組みについて調査研究しカーボンニュートラルパートナーシップに繋げていきました。 

3月には所属ゼミが主体となり秋田県由利本荘市にて CO2がどのように排出され吸収され

るかをフィールドワークなどを通して学んでいただく事業と研究発表を行いました。 

また、他のゼミではリーダーシップや地域の魅力発信などについて学ぶことのできる事

業を行い学び多き一年となりました。 

今回の出向で多くの学びと東北各地に一生付き合える仲間を得ることができました。 

この学びを活かして今後も青年会議所活動をしていきたいと思います。一年間ありがとう

ございました。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 

東北地区福島ブロック協議会 ブロック大会実行委員会      副委員長 舞木 光 

 

本年の福島ブロック大会は猪苗代エリアで開催され、私は副委員長として出向し、記念

式典事業の責任者を拝命しました。初めての事業責任者として、不安や歴史ある大会の重

圧に悩まされる日々が続きましたが、無事にブロック大会および記念式典事業を遂行でき

たのは、ブロック大会実行委員会と LOMメンバーの支えがあったからだと確信しています。 

今回の出向を通じて、私は「対話の中で議論を深め、自分なりの答えを見つける大切さ」

を学びました。事業を構築する際、入会歴が浅いため、経験が豊富な先輩方に頼ることが

多く、事業を例年通りに進めることに焦点を当てがちでした。しかし、「あなたはどうした

いのか」という問いに直面することが多々ありました。最初はその問いの意味が理解でき

ませんでしたが、事業計画を進める中で、様々な議論を通じて自分の考えを深め、「私はこ

うしたい」と表現することの大切さに気づきました。過去の先輩方が築き上げてくださっ

た教訓を受け継ぎ、大会に関わる全ての人が良いと感じるような事業運営を目指し、一人



 

21 

 

ひとりの想いが福島ブロック大会をより良いものにしていくことを感じました。1年間、貴

重な機会を頂きありがとうございました。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 

東北地区福島ブロック協議会ブロック大会実行委員会        幹事 米谷 量平 

 

 田村青年会議所が 2024 年度福島ブロック大会を主管することに決定したことを受け、大

会の意義や運営面を学ぶ機会と考えて出向いたしました。2023 年度は一般社団法人猪苗代

青年会議所が主管 LOM であり、大会テーマを「リジェネラティブ～環境と経済の両立を目

指して～」として開催されました。 

 私は福島ブロック協議会のブロック大会実行委員会幹事として、記念式典事業を担当す

る舞木光副委員長をお支えするとともに、委員会全体の幹事として飲みニケーションの場

の進行の役割を頂戴しました。事業立案に関しては委員長、副委員長をはじめとする委員

会スタッフが多くの時間を割いて練り上げている姿を目の当たりにしました。また、大会

当日に向けて委員会メンバーをはじめ、県内各地会員会議所メンバーの士気を高めていく

ことの重要性やその難しさを感じました。 

 個人的な事情で、最重要である福島ブロック大会に参加することが叶わず、悔しい思い

が残る出向となりました。2024 年度はいよいよ田村青年会議所主管の大会となりますので、

今回の出向やこれまでの２年間の想いを形にできるよう精進してまいります。出向の機会

をいただきました勝山理事長をはじめとする LOM メンバーの皆様ありがとうございまし

た。また、同じ委員会に出向しました舞木副委員長、橋本元太さん、大変お世話になりま

した。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 

東北地区福島ブロック協議会 ブロック大会実行委員会       委員 橋本 元太 

 

自身の青年会議所最終年に出向することに非常に悩みましたがやはり一年間を終えて思

うことは出向して良かった、出向は愉しいこの一言につきます。福島県内のメンバーで構

成され各地域からいろいろな学び気づきを得ることができ非常に有意義なラストイヤーを

過ごせました。理事長を始めとするメンバーの皆さま出向させていただきありがとうござ

いました。 
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公益社団法人日本青年会議所 

東北地区福島ブロック協議会 福島の未来創造委員会        委員 村田 将一 

 

2023 年度、福島の未来創造委員会に委員として出向させていただきました。 

アカデミー委員会以外では初の出向ということもあり不安もありましたが、出向先のメ

ンバーとも仲を深めることができ楽しく活動することができました。 

JC カップや防災減災ブースの出店、福島の魅力フェスで様々な役割を担当させていただ

き私にとって学び多き一年となりました。 

今後、この経験で得た学びを活かしていきたと思います。 

一年間ありがとうございました。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 

東北地区福島ブロック協議会アカデミー委員会           委員 荒井 夢子 

 

 今年度のアカデミー委員会は、計４回の委員会と計２回の座談会、塾ごとの塾会議が複

数回開催されました。 

 委員会では、ＪＣの基礎と理念に関する勉強会、パブリックスピーキング講座、議案書

セミナー、ＪＣＩ日本公認プログラム「Ｉｍｐａｃｔ」および「Ｐｕｒｐｏｓｅ」を受講しま

した。座談会では、「多様性」をテーマとし、女性会員、サラリーマン会員、障がいを持つ

会員など、少数派でありながらも生き生きと活躍する諸先輩方からお話を伺いました。 

 日頃、女性会員と接する機会が少ない私にとって、二瓶明子先輩（公益社団法人二本松

青年会議所 第 45 代理事長）、曽根香奈子先輩（公益社団法人半田青年会議所 第 56 代理事

長）、加藤三佳君（ＪＣＩ日本公認トレーナー／公益社団法人前橋青年会議所）、波多野麻

美先輩（公益社団法人東京青年会議所 第 68 代理事長）、橘あすか先輩（公益社団法人いわ

き青年会議所）、神畑浩子君（公益社団法人日本青年会議所 国際アカデミー委員会委員長

／公益社団法人姫路青年会議所）との出会いは、大きな励みとなり、背中を押されるもの

がありました。 

 不安と期待が入り交じる初めての出向でしたが、出向しなければ得られなかった多くの

学びに恵まれました。次年度、ＬＯＭと田村圏にしっかりと還元できるよう努めてまいり

ます。一年間、本当にありがとうございました。 

 

一年間、誠にありがとうございました。 
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公益社団法人日本青年会議所 

東北地区福島ブロック協議会アカデミー委員会           委員 村田 憲一 

 

1 年間出向させていただき、たくさんの人と出会いさまざまな考え方に触れることができ

ました。 

社業や家庭の事情で少ない出席でしたが、今回の出向で学んだことを LOM で生かし活動

の基盤にしていきたいと思います。 

一年間、ありがとうございました。 
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【一般社団法人田村青年会議所 ２０２３年度 監事報告】 

 

監事 橋本 元太 

 

本年度より監事を務めさせていただきました。現役最後の年でありメンバーの運動、活

動を客観的に観ることはいままで気づかなかった点やこうすれば良いものになる、些細な

点でも基本的な部分をメンバーに伝えることで改めて JC の良さや成長の機会について学

べたそんな一年間でした。振り返ると最初の理事会のときはただそこにいるだけだった自

分が今では発言し若手に相談されるそんな立場になったことに気づき、こうやって永続し

ていくものなのだと感じました。一年間大変お世話になりました。ありがとうございまし

た。 

 

外部監事 吉田 典史 

 

 ２０２３年度、昨年度に引き続き外部監事の職を務めさせていただきました。卒業して

からの２年間であり、現役とＪＣ運動、活動を行う最後の機会でした。やはり、自分が現

役であった時には気付かなかった点や、想いばかりが先走り、議案に落とし込めない点な

ど第三者の目線で見なければ気付けないことがあるとわかりました。監事講評でも伝えさ

せていただきましたが、現役の皆さんには猛進するのはいいですが、時には立ち止まり客

観的に自分を分析することも大事であると思います。ＬＯＭのため、地域のために会議を

するのですから時には意見が合わなかったり、衝突したりするのは当然です。衝突したと

しても、そこは会議の場ですから会議が終わればそれはそれ、その後の懇親会で笑って酒

を酌み交わしながら至らなかった点や、悪かった点を言い合えればそれでお互い様なので

す。人の目を気にして意見ができない、間違った事を指摘できないような会議などそもそ

も行う意味などなく、自分にとっても何にとっても良い事など一つもないのです。ＪＣ歴

が浅い、役職が低いことなど関係なく同じ地域を想うものの一人として会議に臨んでいた

だきたいです。 

 最後に、卒業してからの２年間に貴重な機会をいただいた理事長をはじめ、一緒に成長

できた頼もしい仲間たちに感謝するとともに、これからの田村青年会議を託し、真の卒業

をもって私の活動報告とさせていただきます。２年間ありがとうございました。 
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【一般社団法人田村青年会議所 2024年度 理事長所信】 

スローガン 

一心一徳 

～未来を昇華させるために～ 

 

             一般社団法人田村青年会議所 第 43代理事長 石井 聡一 

 

【はじめに】 

私は田村市の北東部に位置する小さな集落で生まれ育ちました。 

かつて浜通り地方と中通り地方を結ぶ重要な宿場町として栄えたこの地は、先人たちが

紡いでくれた歴史や伝統、豊かな自然環境に恵まれ、四季折々の風景が感じられる地域で

あります。日常生活を送る中で、決して利便性が高いところではありませんが、地域に住

み暮らす一人ひとりが地域を想い、ともに助け合い、ともに行動する強いコミュニティー

が現在も存在しています。そして何よりも、地域の子どもたちをまるで自身の家族である

かのように育む愛情や人情の深さが魅力の地域であります。 

そんな環境で成長させていただいた中で、人と人とのつながりの大切さ、人を思いやる

心、常に感謝を忘れないことなど、「ひと」がまちを構成する最も重要な要素であることを

学ばせていただきました。段々と自身の将来を考えるようになり、「育ててくれた方々に恩

返しがしたい」、「地域のために役に立つ仕事がしたい」という思いが醸成され、公務員と

いう仕事を目指すことを決意しました。現職に就いて以来、様々な「やりがい」を感じる

一方、「行政ではできない」、「民間がやるべき」といったどこか他人事のような、いわば「行

政の限界」に直面し、戸惑い悩むことが多くなりました。 

そんな時、同じ公務員でもある青年会議所の先輩から声をかけていただき、青年会議所

に出会うことができました。職種や立場がそれぞれ異なる会員が同じ志を持ち、集い、地

域に住み暮らす方々のために全力で行動するその姿に感銘を受けるとともに、「青年会議所

でしかできない」「青年会議所だからこそできることがある」と確信しました。 

今、日本は、急速に進行する少子化とその背景にある若年層の将来不安への対応、雇用

形態や年齢、性別等を問わず誰もが暮らしやすい包摂社会の実現、気候変動や新型コロナ

ウイルス感染症の経験を踏まえた持続可能な経済社会の構築など、私たちの意識の変化や

社会変革を求める構造的な課題に直面しています。そして、これらの課題は、私たちの住

み暮らす田村圏においても例外ではありません。 

スローガンに掲げた「一心一徳」は、大勢の人が共通の幸福
しあわせ

のために心を一つにして団

結することを意味します。 
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私たち青年会議所においても「時代の転換点」とも言える今、様々な課題の克服に向け、

一人ひとりが高い志を持ち、一致団結し、新時代にふさわしい社会を創造していかなくて

はなりません。 

 

【主体性を育むひとづくり】 

 まちづくりの根幹は、ひとづくりであります。ひとがあってまちが成り立ち、ひとの活

躍によってまちに賑わいや潤いが創出されるのであり、そして、その原動力となるものは

一人ひとりの「主体性」であると考えます。 

一人ひとりが住み暮らすまちをより良くするためには、まずは自らが足を運び、目で見

て、話を聞き、課題を把握し、その上で、どうすればまちがよくなるのかを考え行動する。

他人事ではなく、自分事として捉えることが必要不可欠であります。 

 田村圏の各自治体においても、テレワークセンター整備や就業・定住支援といった様々

な施策を展開し、新たな人流を生み出しています。しかしながら、地域住民や地域団体な

どのコミュニティーとのつながりが形成できず、魅力的な取組みが認知されない、活動が

継続できないといった現状も見受けられます。 

選ばれ、そして、輝き続けるまちとなるべく、田村圏に住み暮らす方、つながりがある

方の中から一人でも多くの方が田村圏を見つめなおし、田村圏をより良くしようという、

すなわち、「田村圏に関心を持って、関わろうとする想い」を醸成することが重要です。 

 また、地域にとって次代を担う子どもたちはかけがえない宝であります。しかしながら、

近年は新型コロナウイルス感染症の影響により、まちの魅力を知る、地域に住み暮らす方々

と触れ合う機会が失われてしまいました。5類感染症に移行し、少しずつ日常が戻りつつあ

る今こそ、改めて、地域と関わる機会を創出し、将来、私たち現役世代はもちろんのこと、

子どもたちが住み暮らし続けたいと思えるまちづくりを進めていかなければなりません。 

 「田村圏の良さは何か？」と問われた時、私は「ひと」と答えます。 

田村圏に住み暮らすひとが好きで、田村圏のまちを誇りに想い、そして、田村圏の将来

や課題を自分事として考え、行動する。そんな主体性をもつことがリーダーであり、リー

ダーがまちの魅力を創り上げています。 

 この誇れる地域資源をさらに磨き上げる「ひとづくり」を展開してまいります。 

 

【共感し成長を続ける仲間づくり】 

 令和 6 年 1 月現在、田村青年会議所の会員数は 21 名であり、会員の平均年齢は 36 歳と

なっており、会員数はもとより、在籍年数の短さにより、組織の存続や運動・事業の継承

が危ぶまれる状況となっています。 

これまで先輩方が築き上げてこられた田村青年会議所の歴史を紡ぐとともに、これまで

以上に発展・成長していくためには会員の確保は喫緊の課題であります。 

様々な運動・事業を実践している現在においても、「青年会議所は何をしている団体なの
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か」といった声は度々、聞こえてきます。 

 青年会議所への入会は、候補者に対していかに青年会議所の魅力を伝えられるか、意識

を変えることができるかが重要であり、会員一人ひとりが改めて青年会議所の意義や理念

を再認識することが必要不可欠です。 

単に青年会議所に入会するだけでは意味はありません。一人ひとりが地域や自身と向き

合い、あらゆる面で行動に移していかなければなりません。いわば即戦力となる会員を迎

えるためには、むやみやたらに入会を勧めるのではなく、青年会議所の唯一性を正しく伝

えることが重要であります。 

また、令和 5 年 6 月に政府決定された「女性活躍骨太の方針 2023（女性活躍・男女共同

参画の重点方針 2023）」や同年 6月に公布された「性的指向及びジェンダーアイデンティテ

ィの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律」で示されるとおり女性活躍、共生社

会、包摂社会の実現に向けた取組みが進められる現代社会において、性別、年齢、職業等

によらず、誰しもが地域のリーダーとなる機会を提供することが必要です。 

青年会議所がどういった団体かを理解して入会するケースは多くありません。私は入会

後、運動や事業を通じて、さらには、福島ブロック協議会アカデミー委員会や県内各地の

青年会議所のメンバーを通じて、青年会議所の本質を学ばせていただき、その過程で、こ

れまでの日常では出会えなかった多くの人に出会い、青年会議所でしか得ることのできな

い経験を積むことで、自身を成長させることができました。 

青年会議所は、多様な人財との出会い、将来にわたって切れることのない人脈を形成で

きるだけでなく、事業や運動、そして、自身の行動を通じてリーダーシップを学ぶことが

できる唯一無二の団体であると確信しています。 

このかけがえのない想いを一人でも多くの方と共感し、共に成長を続けることができる

「仲間づくり」を展開してまいります。 

 

【多様なパートナーシップで築くまちづくり】 

2022 年度から開催している「たむら愛郷祭」では、田村圏内の飲食店や生産者、伝統文

化団体、企業、各商工会青年部、行政等の様々な関係機関と協働することで、事業を成功

裏に導くことができたほか、参加者間において新たなつながりを創出することができまし

た。また、磐越東線を利用した来場者へ記念品を配布し、磐越東線の利活用を図るととも

に、改めて磐越東線の重要性を認識いただく効果をもたらしました。 

また、2016年に公益社団法人青森青年会議所と友好 JCを締結して以降、新年会への参加

等を通じてお互いの交流を深めるとともに、切磋琢磨してきました。2023年度においては、

一般社団法人一関青年会議所及び一般社団法人あぶくま青年会議所と歴史的な背景をきっ

かけとして、合同事業を実施するなど新たな交流がスタートしました。 

まちづくりは、一個人や一団体だけでは成すことはできず、多種多様な人財や団体との

連携によって成すことができ、更なる成果や効果をもたらします。 
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全国の青年会議所においても、自治体、企業、社会福祉協議会や大学との間で連携協定

を締結する事例が増加していることからも、その必要性・重要性を窺い知ることができま

す。パートナーシップの構築や連携した事業は、運動・事業への運営協力や人事交流、青

年会議所会員としての入会といった人的側面のほか、専門的知見やノウハウの共有といっ

た知的側面においても高い効果をもたらします。 

2023 年 10 月 2 日、田村市、三春町、小野町は 2021 年 3 月に解散していた田村地方市町

長会を再度設立しました。田村圏が一体となる重要性や有効性が見直される今、青年会議

所としてもこのチャンスを捉えた運動を進めていかなければなりません。 

磐越東線については、利用者が激減している現状は変わりません。「生きたインフラ」で

ある鉄道は、いかに「活用するか」が重要であり、利用者だけでなく地域一体となり知恵

と努力を結集し、将来のあるべき姿を議論し、行動していかなければなりません。 

地域のために貢献したい、より良くしたいと考える人財や団体は、青年会議所だけでは

ないはずです。同じ志のもと、相互理解し、多方面からアプローチすることで地域課題の

解決のほか、地域資源を高付加価値化させることとなり、ひいては、田村圏の更なる発展

に寄与するものと考えます。 

多様なパートナーシップで築く「まちづくり」を展開してまいります。 

 

【胆識を鍛える組織づくり】 

「修練」「奉仕」「友情」という三信条のもと、「明るい豊かな社会」の実現に向けて社会

変革を起こす団体、そして、地域のリーダーや地域をけん引する人財を育成する団体が青

年会議所です。 

「平成」の元号の発案者であり、戦後の歴代総理の多くが師事した安岡正篤氏の教えに

「三識」があります。「三識」とは、「知識」「見識」「胆識」の三つであり、このうち、現

実の困難に直面してそれを乗り越えるべく行動することを意味する「胆識」こそがこれか

らのリーダーにとって必要不可欠な力であると考えます。 

 JAYCEE は、確固たる信念と強い意志のもとに、目標に向かって行動しなければなりませ

ん。知識、見識がどれだけ優れていても行動しなければ意味はありません。 

 行動するためには、前提として、自己研鑽に努めるとともに目的意識を持つことであり、

その上で、明確な役割と責任が必要です。 

 はじめから困難を乗り越えることは容易ではありません。だからこそ繰り返し行動し、

前進することにより、成果や効果がもたらされるとともに、自己の成長にも繋がるのです。

さらに、在籍年数の少ない会員や新入会員に対しては、全員がスポンサーシップの自覚を

持ち、支えることで組織力の向上を図ることができます。 

 青年会議所は地域社会に信用され、地域に必要とされる団体でなければなりません。「世

界を動かそうと思ったら、まず自分自身を動かせ」と古代ギリシアの哲学者であるソクラ

テスの言葉にあるように、会員一人ひとりが自ら積極的に行動できる「組織づくり」に取
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り組んでまいります。 

 

【さいごに】 

 2024 年度は田村青年会議所が誕生してから 43 年目を迎えるだけでなく、17 年振りに福

島ブロック協議会主催による福島ブロック大会を主管する貴重な一年となります。 

 福島ブロック協議会運動の最大の発信の場であるこのブロック大会において、2022 年度

からの集大成となる「たむら愛郷祭」を開催し、田村圏の魅力を最大限発信するとともに、

先輩方が築き上げてこられた「田村は一つ」を体現したいと考えております。 

田村圏に関心を持ち主体的に関わる方や仲間を一人でも増やし、会員一人ひとりが運動

や事業を通じて自己成長を図るとともに、多様な人財・団体等とともに連携しながら、「明

るい豊かな田村圏」の実現を目指し、粉骨砕身の覚悟で邁進してまいります。 
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一般社団法人田村青年会議所 

2024 年度 

 

 

基 本 理 念 

 

一人ひとりが主体性を持ち、心を一つに団結し、 

明るい豊かな田村圏のために行動する 

 

 

 

 

 

基 本 方 針 

 

１．主体性を育むひとづくり 

 

２．共感し成長を続ける仲間づくり 

 

３．多様なパートナーシップで築くまちづくり 

   

４．胆識を鍛える組織づくり 
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一般社団法人田村青年会議所 

2024 年度 

 

事 業 計 画 

 

１．主体性を育むひとづくり事業 

２．共感し成長を続ける仲間づくり事業 

３．多様なパートナーシップで築くまちづくり事業 

４．胆識を鍛える組織づくり 

５．継続事業の検証・検討・実行・承継 

６．運動推進のための補助金取得の調査・検討 

７．活発且つ透明性のある LOM運営と効果的な情報発信 

８．法人格の維持継続 

９．JCI、(公社)日本青年会議所、東北地区協議会、         

      福島ブロック協議会事業への積極的な参加 

１０．OB会との連携・交流 

１１．他 LOM、団体との積極的な交流 

１２．地域事業への積極的な参加 
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一般社団法人田村青年会議所 

2024 年度 職務分掌 

 
【共通】 

共－１ 会員拡大の実行 
共－２ 友好 JC との交流 
共－３ 各種大会・会議等への積極的な参加・推進 
共－４ OB 会との連携・交流 
共－５ 他 LOM、団体との積極的な交流 
共－６ 地域事業への積極的参加 
共－７ 継続事業の実施 

 
【専務理事】 

１ 四役会・理事会の運営 
２ 諸会議・事業の出欠の確認 
３ 法人格の維持継続 
４ LOM 内の諸連絡 
５ 事務局との連携、その他庶務に関する事項の実施 

 
【事務局】 

１ 諸会議の設営と運営 
２ 法人格の維持継続 
３ 専務理事の補佐及びその他庶務に関する事項 
４ ホームページの管理・運営 
５ SNS等による効果的な情報発信 
６ 個人情報の管理 

 
【ひとづくり委員会】 

１ 主体性を育むひとづくり事業の企画・実施 
２ 共感し成長を続ける仲間づくり事業の企画・実施 
３ 分かりやすく伝える新入会員セミナーの企画・実施 
４ 例会の設営と運営 

 
【愛郷まちづくり委員会】 

１ 多様なパートナーシップで築くまちづくり事業の企画・実施 
２ 磐越東線の魅力を田村圏、福島県内外に発信する事業の企画・

実施 
３ 防災・減災に係る事業の企画・実施 
４ 例会の設営と運営 
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【総務委員会】 

１ 胆識を鍛える組織づくりの企画・実施 
２ 運動推進のための補助金取得の調査・検討 
３ 例会・総会の設営と運営 
４ 卒業式の設営と運営 
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【一般社団法人田村青年会議所 ２０２４年度 副理事長所信】 

 

副理事長 玄葉 俊行 

（担当委員会：ひとづくり委員会） 

 

 魅力的なまちには素晴らしいリーダーが存在します。そのリーダーがまちの道標

をつくり、その理念に共感したひとが更に拡がり、醸成しながら、また新たな価値

を生み出していく。それを繰り返すことで魅力的なまちが形成されていきます。  

 旅行の行き先を決めるとき、多くの方は観光名所やグルメ情報を参考に決定する

ことが多いのではないでしょうか。私もその一人です。旅には目的が必要であり、

その達成感で満足度が決まると考えます。しかし、満足度の高さだけでその土地を

また訪れたいと思うでしょうか。私は多くのまちを訪れましたが、もう一度訪れた

いと思い出すところは数える程度しかなく、共通していることはその土地で出会っ

た地域の魅力的なひととの出会いです。地域の文化遺産を守り、語り継いでくれる

方。地域の伝統文化を継承し、歴史背景を伝えてくれる方。地域の新たな価値を創

り出し、過去の歴史と繋ぎ合わせるきっかけとなった気付きを教えてくれる方。そ

の方たちが旅の目的をさらに昇華させることで、満足度を最大化させるのではない

でしょうか。さらには、「また訪れたい」「ひとに伝えたい」という行動を引き出し

てくれます。  

 田村圏の最大の魅力とは何でしょうか。「たむら」が好きで、誇りに想い、将来の

課題に向き合う「ひと」と答える人が大半です。しかし、地方回帰の機運、期待が

高まる時代の中で、田村圏を外から見たときにどのように見えているのでしょうか。

私たちの親世代は様々な地域とのコミュニティーを持ち、多くの地域活動を行って

いました。そのため、「ひと」と「まち」の繋がりが多くの人財同士を引き合わせて

くれました。その結果、主体性を持ったリーダーが存在していたのではないかと感

じます。現在の田村圏には魅力あふれる人財が各地で多く存在します。そして、各々

が地域のために活動しています。田村青年会議所のメンバーもその一人です。しか

し、残念ながら「青年会議所は何をしている団体なのか」といった声が聞こえてく

ることも事実です。日々の JC 活動は参加して想いを感じることができますが、想

いを言葉で伝えなければ相手に伝わることはありません。私たちを含めた田村圏の

人財が繋がりを持ち、それぞれの想いを共鳴させることで、各々の活動が運動へと

変わると私は考えます。そして、それが持続可能な運動へと変容することで新たな

価値が創られると確信しています。責任世代の私たちが主体性をもったリーダーと

なり、同じ志を持った仲間づくりを実現させることが、田村圏の最大の魅力となり

ます。 

 青年会議所活動は 40 歳まで。多くの魅力ある人財との出会いの機会を持ち続け

るためにも 1 日でも早く私たちから理念を伝えながら仲間づくりを進めて参ります。 
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副理事長 村上 真彦 

（担当委員会：愛郷まちづくり委員会） 

 

地域に住み暮らす私たち一人ひとりのまちを愛する心や誇りといった郷土愛を溢

れさせることが持続可能な田村圏へと繋がっていくと考えます。持続可能な田村圏

を創るためには形として見えるものだけでなく、地域の魅力を再発見し田村圏の魅

力として創造し発信して郷土愛を育み続けなければいけません。 

 これまで開催した「たむら愛郷祭」は田村圏内 3 市町にある地域の誇れる魅力を

掘り起こし、磨き上げる事業を地域の方とともに作り上げ、発信してきました。様々

な関係機関との連携・協力により、事業を成功に導くことができたほか、新たなコ

ミュニティーが生まれ、個人や団体ともに繋がりを創出することができました。ま

ちを形成しているのはひとであり、地域に住み暮らすひとに愛着心や関心、誇りを

持てる機会を提供することで郷土愛が溢れるきっかけとなると確信しています。 

そのために多種多様な人財や団体とのパートナーシップを構築していくことが重

要です。これまで以上にそれぞれの分野における取り組みを強化していくためには、

信頼できる強固なネットワークを有し、それぞれが個性や専門性を発揮することで

協力して立ち向かっていくことが必要となります。多種多様な人財や団体が手を取

り合い、異なるコミュニティーがお互いの強みを活かすことで更なる成果や効果を

もたらします。そして想いは伝播され、更にその輪が広がり続けると私は考えます。 

また、昨年より廃線のリスクを抱えている磐越東線問題についても取り組んでお

ります。一部区間が赤字路線となり、未だその現状は変わりません。その中で、行

政では利用促進や沿線地域の活性化に向け、対策協議会が発足されました。私たち

田村青年会議所においても路線の魅力を今一度見つめ直し、その価値を伝え利用促

進にむけて磐越東線の魅力を田村圏内外に発信し続けなければいけません。 

会員はもとより、田村圏に住み暮らす人々がこの地域を想い、地域に誇りと愛を

持ってもらえる「まちづくり」を多様なパートナーシップで築き上げた多くのひと

や団体と同じ目的のために心を一つにして団結した事業を展開してまいります。 

 

  



 

40 

 

 

副理事長 村田 将一 

（担当委員会：総務委員会）  

 

福島県ではこの 10 年の間に約 400 もの NPO や民間団体が生まれ活発に活動していま

す。その中で、私たち青年会議所は地域の人たちにどれほど認識され必要とされている

でしょうか。  

私たち青年会議所は「明るい豊かな社会」の実現に向け地域住民を巻き込み意識変革

をすることで地域課題を解決する運動を目指しています。その運動を最大限に効果的な

ものにするには、多くの方に協力いただく必要があります。しかし、青年会議所がどの

ような場所でどのような活動をしているか知られていない状態では簡単には協力を仰ぐ

ことはできません。  

地域の人に賛同してもらえる事業を行い、地域社会における必要性を証明することが

ますます重要になります。  

時代に即した事業を展開し、田村圏に住み暮らす人々から共感を得るためには創意工

夫し地域の課題解決に繋げなければなりません。そのためには、知識と見識だけでは不

十分であり、実行が伴わなければ、地域に十分な影響を及ぼすことはできません。しか

し、実行には多くの困難が伴うことがあります。反対意見が強まったり、資源が不足す

ることもあるでしょう。そのような困難を乗り越え成功に導くために、困難に直面して

それを乗り越える力である「胆識」を養う必要があります。  

胆識は経験を通じて育まれ、成功体験だけでなく、失敗からも多くを学びます。会員

同士が経験を共有し協力し合う環境を築くこと、失敗を否定せず、失敗を恐れず行動で

きる雰囲気を作る必要があります。  

田村青年会議所を、地域社会に必要とされる団体とするため、会員一人ひとりが自ら

積極的に行動し胆識を鍛える場となる「組織づくり」に取り組んでまいります。  

  



 

41 

 

2024 年度ひとづくり委員会事業計画 

~Notice; to grow~ 

 

委員会名 ひとづくり委員会  

担当副理事長 玄葉 俊行 

委員長 米谷 量平 

副委員長 村田 憲一 

委員 杉内 海斗、相楽 朋来 

１．委員会方針  

委員長所信 

 私は青年会議所がどんな団体なのか分からずに企業会員として 2013 年に入会しました。そ

の後、多くの先輩方から物心両面での温かなご指導を賜り、青年会議所の理念や信条に共感し

てこれまで活動を続けてきました。入会当初から「青年会議所を最後まで続けて意味がなかっ

たと言う先輩の話を聞いたことがない。だから前向きに取り組んだほうが良い」とご教示いた

だき、積極的に活動へ参加し続けて 12 年目を迎え、「青年会議所に入会しなければ、今の人生

はなかった」と心の底からそう思えるようになりました。第二次世界大戦後間もない 1949 年

に「新日本の再建は我々青年の仕事である」と立ち上がり始まった日本国内での青年会議所活

動ですが、この動機こそまさに主体性であり、青年会議所活動の本質であると考えています。 

 「少子化」「人口減少」「地方の過疎化」などが全国的に課題となっており、特に地方におけ

る担い手の不足が深刻さを増しています。私たちが住み暮らす田村圏においても例外なく同じ

課題を抱えています。「地域のお祭りの担い手がいない」、「町内会活動をする人がいない」と

いった身近なところから、地方議会の議員選挙で定数に満たない可能性も出てくるなど様々な

ところに担い手不足の影響が顕在化してきています。主体性とは自分で決めて行動することで

あり、選択だけではなく結果にも責任を負うことです。今の田村圏に求められている人財とは

主体性のあるリーダーなのです。  

 2024 年度ひとづくり委員会では、地域課題を把握し、そしてどうすればまちが良くなるの

かを考えて行動できる主体性を育む事業に取り組みます。また、青年会議所の本質は主体性で

あることから、その精神を LOM メンバーや田村圏の方々に理解していただき、ともに成長し

あえる団体となるよう注力してまいります。  
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２．事業計画  

 
【共通】 

共－１ 会員拡大の実行 

共－２ 友好 JC との交流 

共－３ 各種大会・会議等への積極的な参加・推進 

共－４ OB 会との連携・交流 

共－５ 他 LOM、団体との積極的な交流 

共－６ 地域事業への積極的参加 

共－７ 継続事業の実施 

 

【ひとづくり委員会】 

１ 主体性を育むひとづくり事業の企画・実施 

２ 共感し成長を続ける仲間づくり事業の企画・実施 

３ 分かりやすく伝える新入会員セミナーの企画・実施 

４ 例会の設営と運営 

 

 

３．スケジュール  

事業内容/実施月  1 月  2 月  3 月  4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月  10 月  11 月  12 月  

例会担当月   〇   〇   〇      〇   

青年会議所への理解を

深めるセミナー  

 〇           

「地域の困りごと」をテ

ーマにした意見交換会

の実施  

   〇         

「地域の困りごと」を解

決するための人財マッ

チング事業の実施  

     〇       

「地域の困りごと」に対

する取り組み成果の発

表会の実施  

          〇  
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2024 年度愛郷まちづくり委員会事業計画 

~ Take a step ~ 

 

委員会名 愛郷まちづくり委員会  

担当副理事長 村上 真彦 

委員長 鈴木 啓太 

副委員長 佐藤 隆介 

委員 松本 幸児、渡邊 友香里 

１．委員会方針  

委員長所信 

 近年では、新型コロナウイルス感染症の影響による行動制限は 5 類感染症に移行し、以前の

ような制限は緩和され、現在では田村圏内の個人、団体ともに地域をより良くするために尽力

しております。私たち田村青年会議所も一体となり、今以上に地域との交流を深める必要があ

ります。 

田村青年会議所が一昨年から開催している「たむら愛郷祭」では、田村圏の魅力を掘り起こ

し、地域の方々や各団体等との交流が深まりました。また、新たなコミュニティーが生まれ、

同志たちにも巡り合えました。田村青年会議所だけではできないことを地域一体となり、大き

な事業を成し遂げることで、共に成長することができました。今年度も「たむら愛郷祭」を実

施の計画であります。より良い事業を築き上げるため、地域の個人や団体との交流事業を実施

し、情報や想いの共有をしていきます。  

また、昨年より廃線の危機である磐越東線問題に取り組んでおります。依然として、厳しい

状況が続いております。私自身、学生時代から利用している磐越東線が廃線問題に陥っている

ことは田村青年会議所へ入会してから知りました。地域にとっても大切なライフラインの一部

でもあり、田村圏には無くてはならないものであると思います。利用促進や新たな気づきを感

じて頂けるように、磐越東線の魅力を田村圏内外へ広く発信する運動を行っていきます。  

今年度の愛郷まちづくり委員会のスローガンは「Take a step」です。私は、育ててくれた

故郷に対して、恩返しがしたいという想いがあり、昨年に田村青年会議所に入会しました。活

動を通し、個人では難しいことも仲間や同志と協力して活動することができ、今まで躊躇して

しまっていた、一歩を踏み出すきっかけになりました。新たな一歩、勇気のある一歩が未来の

田村圏に繋がると思います。更に地域に歩み寄り、多種多様な人財や団体との交流を深めてま

いります。どうぞ 1 年間よろしくお願いします。  
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２．事業計画  

【共通】 

共－１ 会員拡大の実行 

共－２ 友好 JC との交流 

共－３ 各種大会・会議等への積極的な参加・推進 

共－４ OB 会との連携・交流 

共－５ 他 LOM、団体との積極的な交流 

共－６ 地域事業への積極的参加 

共－７ 継続事業の実施 

 

【愛郷まちづくり委員会】 

１ 多様なパートナーシップで築くまちづくり事業の企画・実施 

２ 磐越東線の魅力を田村圏、福島県内外に発信する事業の企画・実施 

３ 防災・減災に係る事業の企画・実施 

４ 例会の設営と運営 

 

 

 

３．スケジュール  

事業内容 /実施

月  

1 月  2 月  3 月  4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月  10 月  11 月  12 月  

例会担当    〇  〇  〇  〇    

地域交流事業    〇    〇      

ブロック大会連携

事業  

  〇  〇  〇      

磐 越 東 線 連 携

事業  

        〇    
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2024 年度総務委員会事業計画 

~思案し、行動する組織づくり~ 

 

委員会名 総務委員会 

担当副理事長 村田 将一 

委員長 坂本 龍之 

副委員長 舞木  光 

委員 武藤 友紀、三浦  聡 

１．委員会方針 

委員長所信 

私たち青年会議所は「明るい豊かな社会」をつくりだすために運動を展開しています。その

運動を展開する中で、私たちは組織としての結束を持ちながら、一人ひとりが地域のリーダー

となるべく修練し、成長を遂げられるよう行動しています。  

では、あなたはどのような地域のリーダー像を思い描いているでしょうか。会員それぞれに

青年会議所に入会した理由や目的に違いがあるように、理想のリーダー像にも違いがあるかも

しれません。ただ、その核となるものは共通しており、困難に直面してそれを乗り越えるべく

行動することを意味する「胆識」が必要不可欠になるはずです。  

では、青年会議所に入会するだけで「胆識」は得ることができるでしょうか。おそらくその

場だけを与えられても自ら考え、行動していかなければ「胆識」を得ることはできないはずで

す。そして、仲間の存在が理想のリーダー像に近づくための道標や支えになるものだと私は思

います。 

今年度総務委員会は、「思案し、行動する組織づくり」をスローガンに掲げ、会員一人ひと

りが青年会議所という舞台でビジョンを持ち、成長を遂げられるような組織づくりを行いま

す。具体的には、全会員が活動に参加してもらえるよう働きかけ、信頼を深め、熱い思いを共

有し、行動力が高まるような事業に取り組みます。会員一人ひとりの行動と成長を団体の組織

力の向上にもつなげたいと考えております。  

ここで出会った仲間として手を取り合い、ともに成長していけるようこの 1 年間、どうぞよ

ろしくお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

 



 

46 

 

 

２．事業計画 

 
【共通】 

共－１ 会員拡大の実行 

共－２ 友好 JCとの交流 

共－３ 各種大会・会議等への積極的な参加・推進 

共－４ OB会との連携・交流 

共－５ 他 LOM、団体との積極的な交流 

共－６ 地域事業への積極的参加 

共－７ 継続事業の実施 

 

【総務委員会】 

１ 胆識を鍛える組織づくりの企画・実施 

２ 運動推進のための補助金取得の調査・検討 

３ 例会・総会の設営と運営 

４ 卒業式の設営と運営 
 

 

３．スケジュール 

事業内容/実施月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

例会担当月 ○       ○   ○  ○ 

通常総会 ○        ○     

卒業式・家族会            ○ 

胆識を鍛える

組織づくり 

         ○   
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